



A Physical Competition in Honor of Gimin (Fighters for Justice): Historical Development 




This article deals with the historical development of the ceremonial sumo tournament known as “Buzaemon-Sumo”, which 
takes place during the Bon festival in the Hiyoshi District of Kihoku Town in Ehime Prefecture.
 The forerunner of this tournament was the “Rokujizo-Sumo” (sixth Jizo sumo wrestling tournament), which was held to 
honor the ancestors of the inhabitants of the Hiyoshi District and which first took place in the Edo period. Since 1935 the 
“Rokujizo-Sumo” has been held in front of the Buzaemon monument, erected in 1927 to honor Buzaemon and his comrades 
for their great deeds during the peasant uprising of 1793, and since the 1930s the tournament has been very much influenced 
by the cult of Buzaemon. When the golden age of this sumo event reached its peak in the 1950s, people began to refer to it not 
as “Rokujizo-Sumo” but as “Buzaemon-Sumo”.  
Because of the migration of young people into the major Japanese cities as a result of the economic growth after the late 
1950s, support for sumo began to decline. In spite of some attempts to revive the tournament in the 1970s and 1980s, it continued 
its decline. Today the “Buzaemon-Sumo” festival is associated more with children than with adults and the number of spectators 
is decreasing.
This is because of individualism, urban lifestyles, the diversification of people’s  values and leisure activities, and the 
pressure of work, as a consequence of Japan’s economic growth, together with new trends like globalization. In my opinion, 
more should be done to revitalize festivals such as the “Buzaemon-Sumo” in the Hiyoshi district. In short, think globally and 
act locally.




























































（2000 年度）は 2 億 7 千 8 百万円。そのうち木材が 1 億 8
百万円（39％）、米が4千8百万円（17％）、ユズが3千7
百万円（13％）を占めており、産業の中軸を林業が担っ
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規模が小さく、農外所得に依存する。だが、産業構造は
変化しており、産業別人口を 1970（昭和 45）年と 2003
（平成 7）年で比較した場合、第 3 次産業（サービス業な
ど）は横ばいだが、第1次産業（農林関係）は3分の1以
下に激減し、第 2 次産業（製造・建設業など）は 2 倍に
増えている。
昭和戦前期まで3千人台だった人口は、1947（昭和22）
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（旧 7 月 19 日）や下鍵山の「六地蔵相撲」（旧 7 月 24 日）
が盛大に行われた19）。前者は過疎化とともに消滅し、「子
供相撲甚句」を残すのみとなるが、後者は開催日を新暦
















































































第 4 に、下鍵山の明星ヶ丘にある地蔵尊堂（1935 年に
現在地に移転）と六体の菩薩に注目したい。六体の菩薩
の右には「不動明王」、左に「下鍵山区祖先位牌堂」が配
置されている（2013 年 8 月 24 日現在）。例年 8 月 24 日
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（大正 8）年 4 月、三重県度会郡七保村に農業技術員の職
をえて青壮年を指導しながら、賀川豊彦・堺利彦・山川
均・安部磯雄らと交わり、社会運動に身を投じるように








1926（大正 15）年 9 月、労働農民党日吉支部設立総会
を機に「義農記念碑建立委員」を選出し、1927（昭和2）














3）。5 月 14 日に行った建碑式と祭典の模様を、『南豫時
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あげた。ある婦人（1943年生まれ）は、「子どもの頃、男
の子も、女の子も、盂蘭盆の奉納相撲が楽しみだった。




















2 にリアルに示されている。昭和戦前期まで 3 千人台だ
った人口は、1947（昭和22）年に4千人を超え、1955（昭







1950（昭和 25）年の 7 分の 1 に減少している。このこと
は図 6 からも容易に読みとれよう。日吉村では、すでに
表1：人口･世帯数・児童数の推移(日吉村）
年 人口 世帯数 児童数
1887（明治 20）年 2637 475 138
1914（大正 3 ）年 3,134 569
1920（大正 9 ）年 3,221 752 390
1925（大正 14）年 3,430 757
1930（昭和 5 ）年 3,513 728 487
1935（昭和 10）年 3,597 721 546
1940（昭和 15）年 3,633 730 557
1947（昭和 22）年 4,204 807
1950（昭和 25）年 4,569 809 688
1955（昭和 30）年 4,779 859 656
1960（昭和 35）年 4,444 893 782
1965（昭和 40）年 3,685 831 520
1970（昭和 45）年 2,964 776 357
1975（昭和 50）年 2,609 724 251
1980（昭和 55）年 2,528 739 168
1985（昭和 60）年 2,236 756 165
1990（平成 2 ）年 2,164 741 123
1995（平成 7 ）年 2,081 762 105




1920年 1930年 1950年 1960年 1970年 1980年 2000年
農業 1,195 1,197 1,372 919 818 603 145
林業･狩猟業 249 597 91 38 19
漁業・水産業 3
鉱業 5 1 36 21
建設業 98 58 108 205 181
製造業 132 128 106 82 95 123 116
卸売・小売業 84 129 105 177 121 150 119
金融・保険・不動産 2 13 4 3 5
運輸・通信 30 37 87 84 91 76 45
電気・ガス・水道 4 1 1 2
サービス業 112 174 186 212 216
公務 43 46 23 32 39 56 50
分類不能・その他 58 59 1 1 1
総数 (人 ) 1,547 1,597 2231 2,162 1,554 1,468 901
総世帯 752 728 809 893 776 739 752
総人口 3,221 3,513 4569 4,444 2,964 2,528 1,933
注 1） 1920 年の各職業の数値は「本業者」のみ（「本業ナキ従属者及家事使用人」は
除く）。
注 2）1920 年と 1930 年の「公務」は自由業を含む。
注 3）1950 年の統計は 14 歳以上の統計。
注 4）2000 年の「卸売・小売業」は飲食店を含む。
注 5）「国勢調査」各年度より作成。
図 6：日吉村の年齢階層別人口構成（1960 年/2000 年）
注）愛媛県地方振興部統計調査課『人口･就業者』1975年、総務省















年）、国道 197 号高研トンネル貫通（1978 年）、日吉中学
校鉄筋3階建校舎落成（1978年）、植松村営住宅落成（1978
年、1979年）、みどり保育園落成（1979年）、農村広場竣










































第 1 に、青年団の衰退（1995 年活動休止）により、か
つて衆目を賑わした各区青年団の選抜選手による団体戦、
いわゆる青年団相撲は幕を閉じた。













第 4 に、大会への公的補助は 1999（平成 11）年の 120
万円をピークにして、その後 4 分の 1 に減少し、好転は
みられない。
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